








要約:川崎病急性期患者 55 例の血清総胆汁酸を検討した。このうち 27 例については回復

期についても測定し、その経過を観察した。急性期(平均 6 病日)は 20/55(36%)で血清総

胆汁酸が高値を示したが,回復期(平均 36 病日)では 1例のみ(3.7%)が高値を示した。冠状

動脈病変の出現と血清総胆汁酸の異常との間には相関はなかった。川崎病急性期の血清総

胆汁酸と血清総ビリルビン,GOT,GPT およびアルカリフォスファターゼとの間に相関関係

が認められた。


